
１ 対象地区の現状

２ 対象地区の課題

（参考） 中心経営体
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４ ３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

 米等の土地利用型作物以外に、薮田、小杉集落を中心に収益性の高い畜産に必要な飼料作物の生産や

ソバの生産・特産化に取り組むことで、中心経営体の経営安定化を図る。

 地域による鳥獣害対策の集落点検マップ（侵入防止柵や檻の設置状況等）づくりや捕獲体制の構築等

に取り組む。

計 6人 17.1 1

薮田、小杉集落

認農 F 水稲 1.8 水稲 0.3 泊集落

E 飼料作物 5.7 飼料作物 0

薮田集落

認農法 D 飼料作物 1.2 飼料作物 0 薮田集落

認農法 C ソバ 0.3 ソバ 0.1

薮田集落

認農法 B 水稲 1.1 水稲 0.3 薮田集落

集 A 水稲 7 水稲 0.3

属性
農業者

（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積
農業を営む範

囲

 薮田集落、小杉集落、泊集落ともに耕作可能な農地の大部分を中心経営体が担っているが、構成員の

平均年齢が年々高くなっており、組織の継続性が課題となっている。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

 薮田集落の農地利用は、中心経営体（２経営体）が水稲を中心に担うほか、悪条件な農地において

は、他の中心経営体が飼料作物やそばの作付けを中心に担っていく。また、小杉集落の農地利用は、中

心経営体（１経営体）が飼料作物を中心に担っていくほか、泊集落の農地利用は、中心経営体（１経営

体）が水稲を中心に担いっていく。

 うち後継者が不明、未定の農業者の耕作面積の合計 ２．１ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 １ｈａ

（備考）

①地区内の耕地面積 ６９ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 ６．４ｈａ

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 ３．６ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

氷見市 薮田地区 令和4年3月30日 令和5年3月29日


